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第　１　章　　計　画　の　概　要

１　計画策定の背景

　わが国においては、1998年10月に「地球温暖化対策の推進に関する法律」が公布され、1999年４月に施行されました。この法律では、地球温暖化対策への国、地方公共団体、事業者及び国民それぞれの責務を明らかにするとともに、国、地方公共団体による地球温暖化対策実行計画の策定や事業者による温室効果ガス排出量の算定・報告・公表制度などを規定しています。
　　また、2005年４月には「京都議定書目標達成計画」が定められ、わが国もこれに批准し、2013年度以降は、国連気候変動枠組条約締約国会議（COP16）のカンクン合意に基づき、地球温暖化対策に取り組んできました。
さらに、2015年11月に開催された国連気候変動枠組条約締約国会議（COP
21）では、「パリ協定」が採択され、新たな法的枠組みのもと更なる地球温暖化対策が推進されることとなりました。このように、国際的な地球温暖化対策が進められる中で、わが国においては2016年にオフィス等に関する温暖化対策の計画である政府実行計画を策定し、中間目標として2020年度までに、政府全体の温室効果ガスの排出量を、2013年度を基準年として10％削減することとしています。
　大阪府においても上記計画との整合を図り、2020年度に2014年度比で、庁舎等オフィス及び下水道事業に係る温室効果ガス排出量を10％削減し、さらに、庁舎等オフィスに係る温室効果ガス排出量を2030年度までに40％削減するという長期目標を掲げています。
本市においても国・府の指針等を参考に今後更に積極的に取り組んでいく必要があります。
本市においては、「地球温暖化対策実行計画（事務事業編）」として、2001年に「第１期　門真市エコオフィス推進計画」、2007年に「第２期　門真市エコオフィス推進計画」、2012年に「第３期　門真市エコオフィス推進計画」、2016年に「第4期　門真市エコオフィス推進計画」を策定し、市の事務・事業から排出される二酸化炭素を含む温室効果ガス削減によるさまざまな地球温暖化対策の取り組みを推進してきました。
　　このたび、「第４期　門真市エコオフィス推進計画」の計画期間満了に伴い、「第５期　門真市エコオフィス推進計画」を策定し、引き続き地球温暖化対策に向けた温室効果ガス削減等の取り組みを推進していきます。



２　計画の目的

（１）地球温暖化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
地球温暖化は、大気中のCO２などの温室効果ガスが増えることによって、地球表面の大気や海水の平均温度が長期的に上昇する現象です。
これにより自然破壊や災害、農作物への被害等、地球環境や経済社会活動に深刻
な影響を及ぼす可能性があると指摘されています。
わが国は、世界で５番目の温室効果ガス排出量を占めており、その原因は経済
大国としての大量生産・大量消費活動によるものであり、エネルギー消費を最小限
に抑えた低炭素社会の形成が求められています。

　　　
　○地球温暖化のイメージ図












（２）計画の目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　本市の事務及び事業において排出する温室効果ガスの削減にさらに取り組むことによって低炭素社会実現に向けたきっかけとします。
　また、門真市第５次総合計画及び門真市環境基本計画の理念、目標等を地球温暖化対策の面から実現するために策定するものです。

３　計画の位置づけと留意点

　　「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく本計画による取り組みは、「門真市第５次総合計画」にも実施施策の一つとして掲げています。
　　策定にあたっては、関係法令や条例、また「門真市環境基本計画」など関連計画との整合性も図っていく必要があります。
門真市地球温暖化対策実行計画【事務事業編】～第5期　エコオフィス推進計画～
地　球　温　暖　化　対　策　の　推　進　に　関　す　る　法　律
関連計画・法律・条例
門真市第５次総合計画
門真市環境基本計画
門真市一般廃棄物処理基本計画
大阪府温暖化の防止等に関する条例
エネルギーの使用の合理化等に関する法律
門真市環境基本条例
整合性
法律に基づく計画
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４　計画の期間

	2017年度
	2018年度
	2019年度
	2020年度
	2021年度
	2022年度

	【基準年度】
	【計画策定】計　　画　　期　　間

	
	
	
	


　　本計画の期間は、2018年度から2022年度までの5年間とします。
５　計画の対象範囲

　　本計画の対象は、原則として、市が行うすべての事務及び事業を対象とします。
　　なお、対象とする施設は下表のとおりであり、本計画の取組状況についての評価は、2018年度の施設規模等を対象として実施することとし、それ以降の施設の新設に伴う排出量の増減は評価対象には含めません。

	対　象　施　設　一　覧

	１
	門真市役所（本館・別館・分館）
	12
	門真市役所前自転車等保管場所

	２
	消費生活センター
	13
	門真南自転車等保管場所

	３
	消防団ポンプ庫
	14
	土木課作業室分室

	４
	門真市南部市民センター
	15
	弁天池公園

	５
	門真市浄化センター
	16
	新橋市営住宅

	６
	門真市クリーンセンター
	17
	寿市営住宅

	７
	門真市保健福祉センター
	18
	本町市営住宅

	８
	門真市立老人福祉センター
	19
	門真プラザ屋上庭園

	９
	門真市立高齢者ふれあいセンター
	20
	門真市上下水道局

	10
	門真市立地域高齢者交流サロン
	21
	門真市立門真小学校

	11
	門真市有料自転車駐車場
	22
	門真市立大和田小学校

	対　象　施　設　一　覧

	23
	門真市立二島小学校
	44
	砂子小学校放課後児童クラブ

	24
	門真市立四宮小学校
	45
	門真みらい小学校放課後児童クラブ

	25
	門真市立古川橋小学校
	46
	門真市立公民館

	26
	門真市立沖小学校
	47
	門真市立文化会館

	27
	門真市立上野口小学校
	48
	門真市立歴史資料館

	28
	門真市立速見小学校
	49
	門真市民プラザ（生涯学習センター、青少年活動センター、門真市民プラザ体育館、門真市民プラザグラウンド、市立図書館門真市民プラザ分館、教育センター、なかよし広場、市民公益活動支援センター）

	29
	門真市立脇田小学校
	50
	門真市民文化会館（ルミエールホール）

	30
	門真市立北巣本小学校
	51
	門真市立市民交流会館（中塚荘）

	31
	門真市立五月田小学校
	52
	門真市立テニスコート

	32
	門真市立東小学校
	53
	門真市立青少年運動広場

	33
	門真市立砂子小学校
	54
	旧北小学校

	34
	門真市立門真みらい小学校
	55
	市立総合体育館

	35
	門真市立第二中学校
	56
	門真市立図書館

	36
	門真市立第三中学校
	57
	門真市立上野口保育園

	37
	門真市立第四中学校
	58
	門真市立大和田幼稚園

	38
	門真市立第五中学校
	59
	門真市立浜町保育園

	39
	門真市立第七中学校
	60
	門真市立砂子みなみこども園

	40
	門真市立門真はすはな中学校
	61
	門真市立こども発達支援センター

	41
	門真小学校放課後児童クラブ
	62
	女性サポートセンターＷＥＳＳ

	42
	二島小学校放課後児童クラブ
	63
	中小企業サポートセンター（本館・分館）

	43
	脇田小学校放課後児童クラブ




2018年4月１日現在
６　対象とする温室効果ガス

　　「地球温暖化対策の推進に関する法律」第２条第３項に基づき、対象とする温室
効果ガスは７種類となります。

	
	温室効果ガスの種類
	人　為　的　な　発　生　源

	１
	二酸化炭素（CO２）
	エネルギー起源
	電気の使用や暖房用灯油、自動車用ガソリンなどの使用により排出される。

	
	
	非エネルギー起源
	廃プラスチック類の焼却等により排出される。

	２
	メタン（CH４）
	自動車の走行や燃料の燃焼、一般廃棄物の焼却、廃棄物の埋立などにより排出される。

	３
	一酸化二窒素（N２O）
	自動車の走行や燃料の焼却、一般廃棄物の焼却などにより排出される。

	４
	ハイドロフルオロカーボン（HFC）
	カーエアコンの使用・廃棄時などに排出される。

	５
	パーフルオロカーボン（PFC）
	半導体の製造、溶剤などに使用され、製品の製造・使用・廃棄時などに排出される。

	６
	六ふっ化硫黄（SF６）
	電気設備の電気絶縁ガス、半導体の製造などに使用され、製品の製造・使用・廃棄時などに排出される。

	７
	三ふっ化窒素（NF３）
	半導体製造でのドライエッチングやCVD装置のクリーニングで用いられる。


※本市においては、CO2、CH4、N2O、HFCの４種類が該当するため、算定対象となります。
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第　２　章　　温　室　効　果　ガ　ス　排　出　量

１　事務及び事業の範囲における温室効果ガスの排出量の算定方式

（１）算定方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　温室効果ガスの排出量の算定は、「地球温暖化対策の推進に関する法律施行令」に基づき算出します。各温室効果ガスの排出量は、活動項目ごとの排出係数を乗じて、合算することにより算出します。
　　また、温室効果ガスの総排出量については、温室効果ガスの種類に応じて、地球温暖化係数を乗じて、合算することにより算定します。


　○温室効果ガス排出量

温室効果ガス
排出量
活動量
（燃料の使用量など）
温室効果ガス
排出係数








　○温室効果ガス総排出量

温室効果ガス
総排出量
温室効果ガス
排出量
地球温暖化係数











（２）算定対象活動と排出される温室効果ガスの種類・・・・・・・・
　　本市における算定対象活動及び温室効果ガスの種類は、以下のとおりになります。
	算定対象活動
	CO２
	CH４
	N２O
	HFC

	ア．燃料の使用
	●
	
	
	

	イ．他人から供給された電気の使用
	●
	
	
	

	ウ．一般廃棄物の焼却
	●
	●
	●
	

	エ．家庭用機器での燃料の使用
	○
	●
	●
	

	オ．自動車の走行
	○
	●
	●
	

	カ．下水・し尿処理
	
	●
	●
	

	キ．笑気ガス（麻酔剤）の使用
	
	
	●
	

	ク．カーエアコンの使用
	
	
	
	●


※○印のCO2排出量は、「ア．燃料使用」項目として算定対象となります。

（３）地球温暖化係数及び温室効果ガス排出係数・・・・・・・・・・
　　ⅰ．地球温暖化係数
　　　
	温室効果ガス
	地球温暖化係数

	二酸化炭素（CO２）
	１

	メタン（CH４）
	25

	一酸化二窒素（N２O）
	298

	ハイドロフルオロカーボン（HFC-134a）
	1,430



　　
ⅱ．温室効果ガス排出係数

　　　ア．燃料の使用
	燃料区分
	単　　位
	排出係数

	ガソリン
	㎏-CO2/ℓ
	2.32

	灯油
	㎏-CO2/ℓ
	2.49

	軽油
	㎏-CO2/ℓ
	2.58

	A重油
	㎏-CO2/ℓ
	2.71

	LPG
	㎏-CO2/㎏
	3.00

	CNG
	㎏-CO2/㎥
	2.16

	都市ガス
	㎏-CO2/㎥
	2.23



　　　イ．他人から供給された電気の使用
	電気事業者
	単　　位
	排出係数

	関西電力株式会社
	㎏-CO2/kWh
	0.509

	伊藤忠エネクス株式会社
	
	0.570

	ミツウロコグリーンエネルギー株式会社
	
	0.419

	株式会社エネット
	
	0.405

	エネサーブ株式会社
	
	0.493

	株式会社洸陽電機
	
	0.592



　　　ウ．一般廃棄物の焼却
	項　　目
	区　　分
	単　　位
	排出係数

	プラスチックごみ焼却量
	合成繊維及び廃ゴムタイヤ以外の廃プラスチック類（産業廃棄物を除く）
	㎏-CO2/t
	2770

	一般廃棄物焼却量
	連続燃焼式焼却施設
	㎏-CH4/t
	0.00095

	
	
	㎏-N2O/t
	0.0567



　エ．家庭用燃料機器での燃料の使用
	燃料区分
	単　　位
	排出係数

	灯油
	㎏-CH4/ℓ
	0.00035

	
	㎏-N2O/ℓ
	0.000021

	都市ガス
	㎏-CH4/㎥
	0.00019

	
	㎏-N2O/㎥
	0.0000039



　　　オ．自動車の走行
	自動車区分
	単　　位
	排出係数

	ガソリン・LPGを燃料とする普通・小型乗用車（定員10名以下）
	㎏-CH4/㎞
	0.000010

	
	㎏-N2O/㎞
	0.000029

	ガソリンを燃料とする乗用車
（定員11名以上）
	㎏-CH4/㎞
	0.000035

	
	㎏-N2O/㎞
	0.000041

	ガソリンを燃料とする軽乗用車
	㎏-CH4/㎞
	0.000010

	
	㎏-N2O/㎞
	0.000022

	ガソリンを燃料とする普通貨物車
	㎏-CH4/㎞
	0.000035

	
	㎏-N2O/㎞
	0.000039

	ガソリンを燃料とする小型貨物車
	㎏-CH4/㎞
	0.000015

	
	㎏-N2O/㎞
	0.000026

	ガソリンを燃料とする軽貨物車
	㎏-CH4/㎞
	0.000011

	
	㎏-N2O/㎞
	0.000022

	ガソリンを燃料とする特殊用途車
	㎏-CH4/㎞
	0.000035

	
	㎏-N2O/㎞
	0.000035

	軽油を燃料とする普通・小型乗用車（定員10名以下）
	㎏-CH4/㎞
	0.0000020

	
	㎏-N2O/㎞
	0.000007

	軽油を燃料とする乗用車
（定員11名以上）
	㎏-CH4/㎞
	0.000017

	
	㎏-N2O/㎞
	0.000025


　　
	自動車区分
	単　　位
	排出係数

	軽油を燃料とする普通貨物車
	㎏-CH4/㎞
	0.000015

	
	㎏-N2O/㎞
	0.000014

	軽油を燃料とする特殊用途車
	㎏-CH4/㎞
	0.000013

	
	㎏-N2O/㎞
	0.000025

	CNGを燃料とする小型貨物車
（及び乗用、軽乗用、軽貨物）
	㎏-CH4/㎞
	0.0000084

	
	㎏-N2O/㎞
	0.0000002

	CNGを燃料とする特殊用途車
	㎏-CH4/㎞
	0.000414

	
	㎏-N2O/㎞
	0.0000145



　　　カ．下水・し尿処理
	項　　目
	施設区分
	単　　位
	排出係数

	下水・し尿処理量
	し尿処理施設
	㎏-CH4/㎥
	0.038

	
	
	㎏-N2O/㎥
	0.00093



　　　キ．笑気ガス（麻酔剤）の使用
	項　　目
	単　　位

	使用した一酸化二窒素の量
	㎏-N2O



　　　ク．カーエアコンの使用
	項　　目
	単　　位
	排出係数

	カーエアコン使用台数
	㎏-HFC/台・年
	0.010










２　算定結果

　　2017年度（基準年度）の温室効果ガス排出量及び温室効果ガス総排出量の算定結果は次のとおりです。
（１）温室効果ガス排出量・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

	温室効果ガスの種類
	温室効果ガス排出量

	二酸化炭素（CO2）
	28,109,020
	㎏-CO2

	メタン（CH4）
	606
	㎏-CH4

	一酸化二窒素（N2O）
	2,306
	㎏-N2O

	ハイドロフルオロカーボン（HFC）
	1
	㎏-HFC



　ⅰ．二酸化炭素（CO2）の活動項目別排出量割合










	活動項目
	CO2排出量

	ガソリン
	69,076
	㎏-CO2

	灯油
	70,636
	

	軽油
	72,862
	

	A重油
	542
	

	LPG
	72,324
	

	CNG
	38,398
	

	都市ガス
	1,538,520
	

	電気
	11,626,602
	

	プラスチックごみ焼却量
	14,620,060
	


　ⅱ．メタン（CH4）の活動項目別排出量割合








	活動項目
	CH4排出量

	一般廃棄物焼却量
	38
	㎏-CH4

	家庭用機器での燃料の使用
	10
	

	ガス機関・ガソリン機関における燃料の使用
	174
	

	自動車の走行
	28
	

	下水・し尿処理量
	356
	



　ⅲ．一酸化二窒素（N2O）の活動項目別排出量割合










	活動項目
	N2O排出量

	一般廃棄物焼却量
	2,278
	㎏-N2O

	家庭用機器での燃料の使用
	1
	

	ガス機関・ガソリン機関における燃料の使用
	2
	

	自動車の走行
	15
	

	下水・し尿処理量
	9
	

	笑気ガス（麻酔剤）の使用
	1
	




　ⅳ．ハイドロフルオロカーボン（HFC）の排出量
	活動項目
	HFC排出量

	カーエアコンの使用
	1
	㎏-HFC



（２）温室効果ガス総排出量・・・・・・・・・・・・・・・・・・・










	温室効果ガスの種類
	温室効果ガス総排出量

	二酸化炭素（CO2）
	28,109,020
	㎏-CO2

	メタン（CH4）
	15,150
	

	一酸化二窒素（N2O）
	687,188
	

	ハイドロフルオロカーボン（HFC）
	1,430
	

	合　　　　計
	28,812,788
	





[image: ]



（３）温室効果ガス排出源別排出状況・・・・・・・・・・・・・・・

　ⅰ．ガソリン：69,076㎏-CO2









※公用車等の所管別内訳

　　・ガソリンの使用に伴うCO2排出量は、全体の約0.２5％を占めています。
　　　（ｐ12．「ⅰ．二酸化炭素（CO2）の活動項目別排出量割合」参照）

　　・ガソリンは、公用車等の燃料として主に使用されており、使用量は管理状況や稼働状況に応じて変動します。

　　・管理車両や使用頻度が多い本庁舎での排出が、全体の25.9％を占めており、次いで23.6％（クリーンセンター）、13.3％（水道局）となっています。
　
ⅱ．灯油：70,636㎏-CO2
　








・灯油の使用に伴うCO2排出量は、全体の約0.25％を占めています。
　　　（ｐ12．「ⅰ．二酸化炭素（CO2）の活動項目別排出量割合」参照）

　　・灯油は、小・中学校での暖房機器の燃料としてのみ使用されております。
ⅲ．軽油：72,862㎏-CO2
　















・軽油の使用に伴うCO2排出量は、全体の約0.26％を占めています。
　　　（ｐ12．「ⅰ．二酸化炭素（CO2）の活動項目別排出量割合」参照）

　　・軽油は、クリーンセンターの作業車や消防団関係の車両等の燃料として使用されており、使用量は管理状況や稼働状況に応じて変動します。

　　・主に、クリーンセンターにおいて、作業車等の使用頻度が多いことから、全体の75.3％を占めています。次いで、10.8％（土木課所管施設）、10.6％（こども発達支援センター）となっています。


　ⅳ．A重油：542㎏-CO2

・A重油の使用に伴うCO2排出量は、全体の約0.002％を占めています。
　　　（ｐ12．「ⅰ．二酸化炭素（CO2）の活動項目別排出量割合」参照）

　　・クリーンセンター内の施設棟における点検時や停電時の非常用発電機の燃料として使用しています。



ⅴ．LPG：72,324㎏-CO2
　







・LPGの使用に伴うCO2排出量は、全体の約0.26％を占めています。
　　　（ｐ12．「ⅰ．二酸化炭素（CO2）の活動項目別排出量割合」参照）

　　・LPGは、給湯や調理機器等の燃料として主に使用されており、使用量は、使用頻度に応じて変動します。

　　・主に、保育所・小学校・中学校の調理室で使用することが多いことから、全体の89.7％（保育所・小・中学校）を占めています。

　ⅵ．CNG：38,398㎏-CO2
　









・CNGの使用に伴うCO2排出量は、全体の約0.14％を占めています。
　　　（ｐ12．「ⅰ．二酸化炭素（CO2）の活動項目別排出量割合」参照）

　　・CNGは、公用車やごみ収集車等の燃料として使用されており、使用量は管理状況や稼働状況に応じて変動します。

　　・主に、クリーンセンターにおいて、ごみ収集車等の使用頻度が多いことから、全体の98.1％を占めています。

　ⅶ．都市ガス：1,538,520㎏-CO2
　















　　※社会教育課所管施設…門真市立歴史資料館、門真市立文化会館、門真市立公民館、門真市民プラザ（生涯学習センター、青少年活動センター、門真市民プラザ体育館、門真市民プラザグラウンド、市立図書館門真市民プラザ分館、教育センター、なかよし広場、市民公益活動支援センター）、旧北小学校、市立テニスコート・青少年運動広場、市立総合体育館
　　※高齢福祉課所管施設…門真市立老人福祉センター、門真市高齢者ふれあいセンター、門真市地域高齢者交流サロン


・都市ガスの使用に伴うCO2排出量は、全体の約5.5％を占めています。
　　　（ｐ12．「ⅰ．二酸化炭素（CO2）の活動項目別排出量割合」参照）

　　・都市ガスは、給湯器等の家庭用機器での使用のほか、クリーンセンターにおいては、焼却炉における加温処理工程でも使用されており、使用頻度に応じて変動します。






　ⅷ．電気：11,626,602㎏-CO2
　
















・電気の使用に伴うCO2排出量は、全体の約41.4％を占めています。
　　　（ｐ12．「ⅰ．二酸化炭素（CO2）の活動項目別排出量割合」参照）

　　・電気は、照明、空調、OA機器の使用のほか、浄化センターやクリーンセンターにおいては、モーター等の動力源として使用されており、動力機器の保有状況、使用頻度や施設規模に応じて変動します。


　ⅸ．プラスチックごみ焼却量：14,620,060㎏-CO2

・プラスチックごみ焼却の使用に伴うCO2排出量は、全体の約52％を占めています。
　　　（ｐ12．「ⅰ．二酸化炭素（CO2）の活動項目別排出量割合」参照）

　　・プラスチックごみの量に応じて変動します。





第　３　章　　基　本　方　針　と　目　標

１　基本方針

　　「地球温暖化対策の推進に関する法律」の目的及び「門真市環境基本条例」の基本理念である「環境の保全及び創造は、健康で文化的な生活ができる環境を確保し、次世代に継承していくこと」を踏まえ、循環型社会を構築するとともに地球にやさしい低炭素社会の実現に向け、常に「エコ」を意識し取り組みを推進していきます。


地球を守ろう　みんなで省エネ　「エコひいき」


























２　基本目標

　　基本方針を踏まえ、温室効果ガス排出量の削減に向け、職員一人ひとりが事務・事業を通じて積極的に取り組みを推進していきます。

職員一人ひとりによるエコオフィス活動の推進
基本目標１
省エネルギー化につながる設備・機器等の導入促進
基本目標２





　　　　職員の環境意識の理解を深めるとともに、運用改善及び進捗管理の徹底による省エネルギー化を図ることにより、ソフト面の取り組みから温室効果ガス排出量の削減を推進していきます。






　　　　温室効果ガス排出量を継続的かつ効率的に削減するため、施設における設備・機器の改善、省エネ型機器への更新などによる省エネルギー化や再生可能エネルギー・未利用エネルギーの活用促進による総エネルギー使用量の削減を図っていきます。

　「エネルギー使用の合理化等に関する法律」及び「大阪府温暖化の防止等に関する条例」との整合性を図る上で、「電気」、「ガソリン」、「都市ガス」、「一般廃棄物焼却量」の４つのエネルギーを重点的に削減することが、必要不可欠となります。
重点事項













３　目標数値

　　関連する法令等と整合性を図りながら、2018年度から2022年度までの５年間における温室効果ガス総排出量の削減目標を次のとおり設定します。

基準年度（2017年度）に対し、目標年度（2022年度）における
温室効果ガス総排出量を10％以上削減することを目標とします。



















28,812,788kg-CO2

25,931,509kg-CO2







2,881,279kg-CO2以上の削減が必要です。





主なエネルギー使用量削減目標一覧

	エネルギーの種類
	2017年度
	2022年度
	削減量
	削減率

	ガソリン
	29,774ℓ
	26,796ℓ
	▲2,978ℓ
	10％

	灯油
	28,368ℓ
	27,800ℓ
	▲568ℓ
	２％

	軽油
	28,241ℓ
	27,676ℓ
	▲565ℓ
	２％

	A重油　※
	200ℓ
	200ℓ
	－
	－

	LPG
	24,108㎏
	23,625㎏
	▲483㎏
	２％

	CNG
	17,777㎥
	17,421㎥
	▲356㎥
	２％

	都市ガス
	712,278㎥
	698,032㎥
	▲14,246㎥
	２％

	電気
	23,735,136kWh
	21,836,288kWh
	▲1,898,848kWh
	８％

	一般廃棄物焼却量
	40,175ｔ
	38,568ｔ
	▲1,607ｔ
	４％

	プラスチックごみ焼却量
	5,278ｔ
	4,677ｔ
	▲601ｔ
	11％

	し尿処理量
	9,374㎥
	3,665㎥
	▲5,709㎥
	60％


※A重油については、クリーンセンター内施設棟における点検時や停電時の非常用発電機の燃料として使用するため、削減はできません。

第　４　章　　施　策　の　展　開

１　取組施策体系図
地球を守ろう　みんなで省エネ　「エコひいき」
【基本方針】
１　職員一人ひと
　　りによるエコ
オフィス活動
の推進
２　省エネルギー
　　化につながる
　　設備・機器等
　の導入促進
【基本目標】
取組施策１
環境意識の普及・啓発
取組施策２
エコオフィス活動の推進
取組施策３
エコドライブの推進
取組施策４
分別・資源化によるごみの排出量削減の推進
取組施策１
低燃費車・エコカーの導入促進
取組施策２
再生可能エネルギー・未利用エネルギーの活用促進
取組施策３
省エネルギー設備・機器などの導入促進
【取組施策】

































２　目標達成に向けた具体的な取組内容

基本目標１　職員一人ひとりによるエコオフィス活動の推進


　　取組施策１　環境意識の普及・啓発　　　　　　　　　　　　　　　
（１）COOL　CHOICE　

　　　COOL CHOICE（＝賢い選択）とは、気候変動対策及び温室効果ガス削減をテーマにした2030年まで継続する新国民運動です。
　　　世界に先駆けて低炭素社会を構築するためには、「Fun to Share」を合言葉に共有・発信された知恵や技術をはじめ、日本が世界に誇る省エネ・低炭素型の「製品」「サービス」「行動」などを積極的に選択することが重要であり、政府・産業界・労働界・自治体・NPO等が連携して進めることを広く国民に呼びかける運動です。











　　　本市もこの取り組みに賛同し、職員一人ひとりが「COOL CHOICE」できるよう環境意識を醸成します。





（２）「COOL　BIZ」　「WARM BIZ」　

　　　関西広域連合では、温室効果ガス削減の広域取組として「関西夏のエコスタイル」を統一ポスター等により広く呼びかけを行っています。
[image: ]
　　　本市の各施設においては、夏季（28℃）冬季（20℃）の適正冷暖房温度を目安に調整するとともに、気温に適した服装で勤務し、省エネルギー化に努めます。
☆空調は設定温度より体感温度で調整をしましょう！
　人により体感温度は異なります。また、活動状況や湿度によっても異なります。
省エネルギー化のために、着衣の工夫をしましょう。







参考文献：経済産業省中国経済産業局、(一財)省エネルギーセンター　家庭の省エネ大辞典
カーディガン
+2.2℃
ひざかけ
+2.5℃
ノーネクタイ・ノー上着
-2.0℃












　
（３）グリーンカーテンの設置　

　　　窓からの夏季の日差しを遮り、室内温度の上昇を抑制するとともに、葉の蒸散作用によって周囲の温度を下げる効果があります。
　　　「本庁舎」「クリーンセンター」「公立保育所」などで実施し、環境保全意識の啓発に努めています。
[image: ]











（４）ライトダウン　

　　　平成20年のＧ８サミット（洞爺湖サミット）が日本で７月７日の七夕の日に開催されたことを契機に、毎年７月７日が「クールアース・デー」と定められ、天の川を見ながら、家庭や職場において地球環境の大切さを日本国民全体で再確認し、低炭素社会への歩みを実感するとともに、それぞれができる地球温暖化対策の取組を推進するための日として設けられました。
[image: ]　　　本市においてもこの趣旨に賛同し、毎年
7月7日に門真市立リサイクルプラザにて
開催される「かどま七夕キャンドルナイト」
において、夜6時から9時まで施設を消灯
し、ろうそくの灯りの中で音楽イベントや
作品展示を楽しんでいただきながら、省エ
ネルギーに対する意識の高揚を図っていま
　　す。


（５）グリーン購入調達方針　

　　　物品購入時には、グリーン購入調達方針に基づいた配慮するよう努めます。
⇒グリーン購入調達方針は、資料編ｐ52を参照してください。

（６）その他の環境意識の普及・啓発に関する取組　

　　　エコオフィス推進員を通じて、省エネルギー化による低炭素社会の実現及び環境保全活動の理解を深めるため、必要に応じて職員への研修や情報提供などを実施していきます。

　　取組施策２　エコオフィス活動の推進　　　　　　　　　　　　　　
（１）総エネルギーの削減に関する職員の取組　

[image: ]　　　「毎週水曜日・金曜日のノー残業デー」や「ノー残業デー推進月間」、「職員の定時退庁の推進及び残業の場合は20時消灯」などの実施による更なる「総エネルギー使用量の削減」及び「ワーク・ライフ・バランス
の充実」を図ります。

（２）照明に関する取組

　　　照明に関して、次の取り組みを推進します。
◆照度基準に基づき、蛍光灯の間引きをする。
◆照明の点灯エリアを把握し、必要なエリアだけ点灯する。
　◆LED照明の導入を推進する。
◆終業時には、自分が帰宅することによって消灯できる部分の消灯をする。
◆晴天時の窓際など、業務に支障のない範囲で照明を消灯する。
◆昼休み時や勤務時間外は、業務に支障のない範囲で照明を消灯する。
◆会議室、給湯室、トイレなど、常時利用しない場所は、利用時のみ点灯する。
◆照明器具の清掃、適正な時期での交換をする。


（３）空調に関する取組

　空調に関して、次の取り組みを推進します。
◆「COOL BIZ」「WARM BIZ」を励行し、冷暖房の過度な使用を控える。
◆夏季・冬季以外は、空調機器を使用しない。
◆窓や扉の開放を活用し、必要なときだけ空調を稼動する。
◆冷暖房効率を上げるため、カーテンやブラインドを有効利用する。
◆空調と扇風機やサーキュレーターの併用により室内温度のムラをなくす。
◆空調機器の清掃、適正な時期での交換をする。
☆空調と扇風機やサーキュレーターの併用で効率ＵＰ！
　室内温度のムラを解消します。特に冬季は、のぼせや足元の冷えを緩和します。


　　　　　　　　・冷たい空気は下に溜まるので、夏季は扇風機を下向きにする。
　　　　　　　　・暖かい空気は上に溜まるので、冬季は扇風機を上向きにする。

ポイント













[image: ]







（４）OA機器に関する取組　

OA機器に関して、次の取り組みを推進します。
◆使用していないOA機器（パソコン、プリンターなど）の電源を抜く。
◆出張や会議などで長時間離席する場合は、スリープもしくはシャットダウン
　する。
◆OA機器は省電力/省エネモードを徹底する。
◆パソコンディスプレイの輝度は、支障のない範囲で40％程度に設定する。
☆シャットダウンとスリープの比較












参考文献：日本マイクロソフト㈱　Windowsパソコンを節電して使う術
１時間45分以内であれば
スリープの方が省電力















☆ディスプレイの明るさ












参考文献：日本マイクロソフト㈱　Windowsパソコンを節電して使う術
輝度40％で23％の節電効果














（５）給湯に関する取組　

　給湯に関して、次の取り組みを推進します。
◆お湯を沸かすときは、給湯器や瞬間湯沸かし器からのお湯を利用する。
◆長時間使用しないときは、電源を抜く。

（６）その他の取組　

　その他に関して、次の取り組みを推進します。
◆支障のない限り、エレベーターの使用を控え、階段を利用する。
◆前月と比較するため、施設ごとに毎月のエネルギー使用量を把握する。
◆印刷やコピーなど両面印刷・コピーに努める。
◆資料レイアウトを工夫して印刷用紙の削減に努める。
◆ミスコピー防止に努める。
◆個人情報などがない裏面が白紙のコピー用紙は、業務に支障がない範囲で再
　利用する。
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　　取組施策３　エコドライブの推進　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）エコドライブの徹底

　　　エコドライブとは、マニアックな運転ではなく、普通の運転の中で、少し穏やかに運転することです。運転のときはエコドライブを意識しましょう。

◆アイドリングストップ
アイドリングストップで燃費向上
　エンジン始動時の燃料消費量増加分は、５秒間のアイドリングと同じであり、これ以上の停車を目安に、アイドリングストップを心掛けましょう。
　アイドリングストップをすることで、燃料消費全体の10.5％を削減することができるので、こまめに実施すれば大きな省エネ効果が期待できます。
※安全運転が最優先ですので、無理のない範囲で行ってください。
参考文献：（一財）省エネルギーセンター　LET’Sスマートドライブ














◆急発進・急加速の防止
ふんわりアクセル「ｅスタート」
　おだやかにアクセルを踏み込んで「ふんわり」と発進することで、燃料消費を10％程度少なくできます。最初の５秒で時速20㎞が目安です。








参考文献：（一財）省エネルギーセンター　LET’Sスマートドライブ














◆加減速の少ない運転
車間距離に余裕をもって加減速の少ない運転をしよう
　車間距離に余裕をもって速度変動を抑え、定速走行をすることで燃料消費が3.4％程度少なくなります。また、同じ速度であれば高めのギアで走行する方が燃料消費を少なくできます。







参考文献：（一財）省エネルギーセンター　LET’Sスマートドライブ














◆早めのアクセルオフ
早めのアクセルオフでエンジンブレーキを積極的に使おう
　エンジンブレーキを使うと、燃料供給が停止される（燃料カット）ので、2.1％程度燃料消費が少なくなります。停止することや曲がることが分かったら早めにアクセルから足を離し、エンジンブレーキで減速しましょう。

【燃料カット】
　アクセルOFFで走行中、エンジンの回転数が高い場合は自動的に燃料供給が停止されます。（エンジンの回転数が高ければ燃料を燃やさなくてもエンジンが止まらないため、アイドリング分の燃料も含めてすべての燃料がカットされる。）その後、エンジンの回転数が低くなると（1,200rpm前後）、エンジンが止まらないように、アイドリングに必要な程度の燃料が供給されます。








参考文献：（一財）省エネルギーセンター　LET’Sスマートドライブ
「エコドライブ10のすすめ」






















◆暖機運転は適切に
エンジンをかけたら直ぐに出発し、時間と燃料を節約しよう
　現在販売されているガソリン車においては、暖機運転は不要です。寒冷地など特別な状況を除き、走りながら暖めるウォームアップ走行で十分です。暖機することにより走行時の燃料消費は少なくなりますが、５分間暖機すると160cc程度の燃料を消費するので、全体の燃料消費量は増加します。









参考文献：（一財）省エネルギーセンター　LET’Sスマートドライブ

















◆エアコンの賢い使用
こまめに温度・風量を調整しよう
　特に、夏場に設定温度を下げ過ぎないことがポイントです。外気温25℃時にエアコンを使用すると、燃料消費は14％程度増加します。

【ポイント】
○エアコンの使用は、想像以上に燃料消費が増加します。炎天下（外気温35℃）の条件下でエアコンを使用すると、OFFの時に比べて38％燃料消費が増加します。
○エアコンを使用する時は、外気導入より内気循環で、風量調節は最大ではなくオートにすると燃料を節約できます。
○春や秋などは、エアコンをOFFにして、外気導入すると燃料を節約できます。
参考文献：（一財）省エネルギーセンター　LET’Sスマートドライブ



















◆不要な荷物は積まずに走行
運ぶ必要のない荷物は、降ろして運転しよう
　110㎏の不要な荷物を載せて走ると、燃料消費は3.4％程度増加します。車は重くなるほど多くの燃料を消費します。











参考文献：（一財）省エネルギーセンター　LET’Sスマートドライブ

















◆タイヤの適正な空気圧
タイヤの空気圧は適正にしよう
　タイヤの空気圧が適正値より50kPa不足した場合、燃料消費は市街地で2.5％程度、郊外で4.3％程度増加します。また、安全のためにも、定期的な点検が必要です。











参考文献：（一財）省エネルギーセンター　LET’Sスマートドライブ



















　公用車の使用時は、エコドライブを徹底するとともに、市内の近距離移動は徒歩や自転車を積極的に利用し、環境保全や健康に配慮しましょう。
CHECK
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　　取組施策４　分別・資源化によるごみの排出量削減の推進　　　　　
（１）ごみの排出量削減に関する取組　

　ごみの排出量に関して、次の取り組みを推進します。
◆ごみの分別回収を徹底する。
◆備品類、機器類など長期間使用。再利用に努める。
◆使用済み封筒は再利用する。
◆充電式電池などを使用するよう努める。
◆使い捨て用品はできる限り購入しないよう努める。

　　【ごみの処理方法】
	品　　　目
	分別収集区分

	可燃ごみ
	普通ごみ

	不燃ごみ
	小型ごみ

	粗大ごみ
	粗大ごみ

	アルミ缶
	びん・缶類

	スチール缶
	

	びん（無色）
	

	びん（茶色）
	

	びん（その他色）
	

	トレー等
	プラスチック製容器包装

	ペットボトル
	ペットボトル

	牛乳パック
	古紙・古布

	ダンボール
	

	古紙・古布
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基本目標２　省エネルギー化につながる設備・機器等の導入促進


　　取組施策１　低燃費車・エコカーの導入促進　　　　　　　　　　　
（１）低燃費車の導入　

公用車の更新時には、国土交通省が定める燃費基準値をクリアした低燃費車に更新します。

（２）エコカーの導入　

温室効果ガス排出量削減のための将来的な展望として、ハイブリッド自動車、電気自動車、水素自動車などの環境に配慮した自動車の導入を検討します。




















　　取組施策２　再生可能エネルギー・未利用エネルギーの活用促進　　
（１）再生可能エネルギーの活用促進　

太陽光発電や風力発電をはじめとする再生可能エネルギーの活用により温室効果ガス排出量の削減に努めるとともに、再生可能エネルギー情報を広く市民に普及啓発していきます。また、公共施設の改修時等には、再生可能エネルギーの導入を積極的に検討していきます。

【再生可能エネルギー導入施設】
	再生可能エネルギーの種類
	施　設　名

	太陽光発電
	門真市立リサイクルプラザ

	
	門真市保健福祉センター

	
	門真市立門真はすはな中学校

	
	門真市民プラザ

	
	市立総合体育館

	風力発電
	門真市立門真はすはな中学校




（２）未利用エネルギーの活用促進　

温室効果ガス排出量削減のため、将来的な展望として環境に配慮した未利用エネルギーの導入を検討します。
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　　取組施策３　省エネルギー設備・機器などの導入促進　　　　　　　
（１）触媒脱硝装置の導入　

　　　クリーンセンター内焼却施設の脱硝反応塔における触媒脱硝装置の導入により、窒素酸化物（NOx）の防止対策による排ガス抑制及び都市ガス使用量の削減などを実施します。
触媒脱硝プロセス（選択式接触還元脱硝法：SCR
　ばいじん除去装置の後に脱硝反応塔を設け、入口にアンモニアを注入し、脱硝反応塔内の触媒を作用させて、窒素酸化物（NOx）を窒素（N2）と水（H2O）とに分解し、窒素酸化物（NOx）を一定量除去します。










































（２）　その他の設備・機器の導入　

「照明機器」「空調機器」「OA機器」の更新時には、省エネ型のものに順次更新していくとともに、「BEMS」「人感センサー」などの省エネルギー化につながる設備・機器について、導入の検討を推奨します。

【BEMS導入事例】
　　BEMS（ビルエネルギー管理システム）とは、建物内で使用される電力使用量を計測し、数値やグラフなどで電力使用状況の「見える化」を図り、使用設備を制御することで建物内の電力使用量を効率的に抑制する仕組みです。










　　電気の「見える化」を図ることで、職員の省エネ意識が高まるとともに、取組状況や運用改善点も見えてくるため、更なる省エネルギー化を図ることができます。
Ex.　Ａ社では年間電力使用量を約10％削減することに成功！

参考文献：大阪府　省エネチャレンジ事例、日本テクノ㈱
参考事例































（３）ESCO事業への参入　

　　　ESCO事業は、省エネルギー改修にかかるすべての経費を光熱水費の削減分で賄う事業です。ESCO事業者は、省エネルギー診断、設計・施工、運転・維持管理、資金調達などにかかるすべてのサービスを提供します。また、省エネルギー効果の保証を含む契約形態（パフォーマンス契約）をとることにより、自治体の利益の最大化を図ることができるという特徴を持ちます。
　　　ESCO事業への参入については、本計画期間内に検討を行います。
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第　５　章　　計　画　の　推　進

１　推進体制

（１）門真市エコオフィス推進委員会・・・・・・・・・・・・・・・
　　計画の総合的な推進及び省エネルギーの推進などに関する事務
　◎副市長【市民生活部（環境、再生資源、廃棄物関係）所管】　　　　　

○市民生活部長

　企画財政部長　　　　総務部長　　　　保健福祉部長

　こども部長　　　　　まちづくり部長　　　

上下水道局長　　　　会計管理者　　　教育委員会事務局教育部長

選挙管理委員会事務局長　　　　　　　固定資産評価審査委員会事務局長　　

公平委員会事務局長　　　　　　　　　議会事務局長


















◎委員長　○副委員長
※2019年３月末現在
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（２）エコオフィス推進員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　職場における省資源化・省エネルギー化の取り組み及びエネルギー調査などの事務

	企画財政部
	秘書課長

	
	企画課長

	
	財政課長

	
	魅力発信課長

	総務部
	総務課長

	
	人事課長

	
	管財統計課長

	
	危機管理課長

	
	課税課長

	
	納税課長

	市民生活部
	地域政策課長

	
	文化・自治振興課長

	
	産業振興課長

	
	市民課長

	
	南部市民センター長

	
	人権女性政策課長

	
	環境政策課長

	
	環境対策課長

	
	クリーンセンター業務課長

	
	クリーンセンター施設課長

	保健福祉部
	福祉政策課長

	
	健康増進課長

	
	保護総務課長

	
	保護課長

	
	障がい福祉課長

	
	高齢福祉課長

	
	健康保険課長

	
	保険収納課長

	こども部
	こども政策課長

	
	子育て支援課長

	
	保育幼稚園課長

	
	こども発達支援センター長

	まちづくり部
	都市政策課長

	
	地域整備課長

	
	土木課長

	
	公共建築課長

	
	建築指導課長

	上下水道局
	経営総務課長

	
	工務課長

	
	お客様センター長

	
	下水道整備課長

	会計
	会計課長

	教育部
	教育総務課長

	
	学校教育課長

	
	社会教育課長

	
	図書館長

	選挙管理委員会事務局
	選挙管理委員会事務局課長補佐

	固定資産評価審査委員会事務局
	固定資産評価委員会事務局課長補佐

	監査委員事務局
	監査委員事務局次長

	公平委員会事務局
	公平委員会事務局課長補佐

	議会事務局
	議会事務局課長


※2019年３月末現在
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２　点検・評価・公表

（１）計画の進行管理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　PDCAサイクルによる進行管理を行いながら継続的な改善を図ります。
　また、他の計画との整合性や毎年度の実績を定期的に把握・評価し、「門真市エコ
オフィス推進委員会」「門真市エコオフィス推進員」を通じて進行管理します。


PLAN
計画
CHECK
点検・評価
DO
取組の実施
ACT
見直し




























（２）計画の評価方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　「地球温暖化対策の推進に関する法律施行令に基づく算出方法」と「取組成果を把握するための算出方法」の２つの方法で算出・評価をしていきます。

　　【地球温暖化対策の推進に関する法律施行令に基づく算出方法】
　　　　法律で定められている温室効果ガス排出係数を用いて算出します。

　　【取組成果を把握するための算出方法】
　　　　実際の取組成果を把握するために、基準年度の温室効果ガス排出係数を用いて、算出します。

（３）計画の公表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　「地球温暖化対策の推進に関する法律」第20条の３第８項、第９項及び第10項の規定に基づき、計画並びに措置の実施状況を市民等に広報紙並びに市ホームページを活用して公表します。
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資　料　編

１　門真市エコオフィス推進委員会規程

　　　　門真市エコオフィス推進委員会規程

（設置）
第１条　地球温暖化対策の推進に関する法律（平成10年法律第117号。以下「温対法」という。）第20条の３第１項に規定する地方公共団体実行計画（以下「実行計画」という。）の総合的な推進及びエネルギーの使用の合理化等に関する法律（昭和54年法律第49号。以下「省エネ法」という。）に基づいたエネルギー使用の合理化を図るため、門真市エコオフィス推進委員会（以下「委員会」という。）を設置する。
　　（所掌事務）
　第２条　委員会の所掌する事務は、次に掲げる事項とする。
（１）　実行計画の策定・点検・評価・公表等に関すること。
　（２）　実行計画の推進に関すること。
　（３）　本市の各施設における省エネルギーの推進に関すること。
　（４）　前３号に掲げるもののほか実行計画に必要なこと。
　　（組織）
　第３条　委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって構成する。
　２　委員長は、市民生活部の事務（環境、再生資源及び廃棄物に関することに限る。）を担当する副市長とし、副委員長は市民生活部長とする。
　３　委員は、別表第１に掲げる職にある者とする。
　　（職務）
　第４条　委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。
　２　副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は欠けたときは、その職務を代理する。
　　（会議）
　第５条　委員会の会議は、委員長が必要に応じて招集する。
　２　委員会の会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。
　３　前２項の規定にかかわらず、委員長は、必要があると認めるときは、審議事項を持ち回りによる審議に付して、会議の開催に代えることができる。
　　（推進員の設置）
　第６条　委員会は、実行計画の円滑な推進管理を図るため、エコオフィス推進員（以下「推進員」という。）を各所属に１名置く。
　２　推進員は、別表第２に掲げる職にある者とする。ただし、別表第２に掲げる者が置かれていないときは、その下位の職にある者とする。
　３　推進員に関して必要な事項は、別に定める。
　　（関係職員の出席等）
　第７条　委員会は、必要があると認めるときは、推進員その他関係職員の出席を求め、説明若しくは意見を聴き、又は推進員に対して必要な資料の提出を求めることができる。
　　（報告）
　第８条　委員長は、必要に応じて会議の検討経過若しくはその結果又は実行計画の実施状況について、市長に報告しなければならない。
　　（部会）
　第９条　委員会に部会を置くことができる。
　２　部会は、委員長が指名する委員をもって構成する。
　３　部会に部会長を置き、当該部会の委員の互選により決定する。
　４　部会の運営については必要な事項は、部会長が当該部会に諮って定める。
　５　第４条の規定は、部会に準用する。
　　（庶務）
　第10条　委員会の庶務は、市民生活部環境政策課において行う。
　　（委任）
　第11条　この規程に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が定める。
　　　　附　則
　　この規程は、平成30年４月１日から施行する。

　別表第１（第３条関係）
	企画財政部長、総務部長、保健福祉部長、こども部長、まちづくり部長、上下水道局長、会計管理者、教育委員会事務局教育部長、選挙管理委員会事務局長、固定資産評価審査委員会事務局長、公平委員会事務局長、議会事務局長



別表第２（第６条関係）
	企画財政部
	秘書課長、企画課長、財政課長、魅力発信課長

	総務部
	総務課長、人事課長、管財統計課長、危機管理課長、課税課長、納税課長

	市民生活部
	地域政策課長、文化・自治振興課長、産業振興課長、市民課長、南部市民センター長、人権女性政策課長、環境政策課長、環境対策課長、クリーンセンター業務課長、クリーンセンター施設課長

	保健福祉部
	福祉政策課長、健康増進課長、保護総務課長、保護課長、障がい福祉課長、高齢福祉課長、健康保険課長、保険収納課長

	こども部
	こども政策課長、子育て支援課長、保育幼稚園課長、こども発達支援センター長

	まちづくり部
	都市政策課長、地域整備課長、土木課長、公共建築課長、建築指導課長

	上下水道局
	経営総務課長、工務課長、お客様センター長、下水道整備課長

	会計管理者
	会計課長

	教育委員会事務局
	教育部
	教育総務課長、学校教育課長、社会教育課長、図書館長

	選挙管理委員会事務局
	選挙管理委員会事務局課長補佐

	固定資産評価審査委員会事務局
	固定資産評価委員会事務局課長補佐

	監査委員事務局
	監査委員事務局次長

	公平委員会事務局
	公平委員会事務局課長補佐

	議会事務局
	議会事務局課長











２　門真市エコオフィス推進員設置要綱

　　　　門真市エコオフィス推進員設置要綱

　　（趣旨）
　第１条　門真市エコオフィス推進委員会規程（平成13年門真市庁達第２号。以下「規程」という。）第６条第３項の規定に基づき、エコオフィス推進員（以下「推進員」という。）の設置に関し必要な事項を定めるものとする。
　　（所掌事務）
　第２条　推進員の所掌事務は、次に掲げる事項とする。
　（１）　各所属における事務・事業において、環境保全の視点に立ち、規程第１条に規定する地方公共団体実行計画（以下「実行計画」という。）の内容を理解し、推進管理をすること。
　（２）　各所属において、実行計画の取組み及び環境保全意識の向上に努めるようにすること。
　（３）　エネルギー使用量調査に関すること。
　（４）　前３号に掲げるもののほか、実行計画に必要なこと。
　　（組織）
　第３条　推進員で構成する、門真市エコオフィス推進員会（以下「推進員会」という。）を設置する。
　２　推進員会に、推進員長、副推進員長を置く。
　３　推進員長は、市民生活部環境政策課長の職にある者とし、副推進員長は企画財政部企画課長の職にある者とする。
　　（職務）
　第４条　推進員長は、会務を総理し、推進員会を代表する。
　２　副推進員長は、推進員長を補佐し、推進員長に事故があるとき又は欠けたときは、その職務を代理する。
　　（会議の招集）
　第５条　推進員会の会議は、推進員長が必要に応じて招集する。
　２　推進員会の会議は、推進員の過半数が出席しなければ開くことができない。
　　（関係職員の出席等）
　第６条　推進員長は、必要があると認めるときは、関係職員の出席を求め、説明若しくは意見を聴き、必要な資料の提出を求めることができる。
　　（報告）
　第７条　推進員長は、必要に応じて会議の検討経過若しくはその結果又は実行計画の実施状況について、門真市エコオフィス推進委員会に報告しなければならない。
　　（庶務）
　第８条　推進員会の庶務は、市民生活部環境政策課において行う。
　　（細目）
　第９条　この要綱に定めるもののほか、推進員に関し必要な事項は、市長が別に定める。

　　　　附　則
　　この要綱は、平成29年４月１日から施行する。

３　グリーン購入調達方針

　　　　グリーン購入調達方針

　門真市では：　　　
	　市の事務・事業において使用する製品や、提供を受けるサービスについては、次の取組を行い、グリーン調達を推進する。



　グリーン購入とは：　　　
	　自治体や企業が製品やサービスを購入する際、必要性を十分に考慮し、価格や品質、利便性、デザインだけでなく環境のことを考え、環境への負荷ができるだけ小さいものを優先して購入することで、それらを製造・提供する事業者の環境負荷低減努力を促そうとするものである。



　１　製品等を調達する際には、その製品が本当に必要かどうか十分に考慮するとともに必要かつ適正な量の調達を図る。
≪製品等を調達する際には、次に掲げる原則に従ってその選定を図る。≫

　　（１）　資源採択から、製造、流通、使用、廃棄までの製品ライフサイクルが全体を通じて生じる環境負荷が相対的に小さい物を調達し、環境負荷の大小の判断に当たっては次の事項を考慮する。

　　　　　①長期的使用が可能なこと。
	　冷蔵庫、テレビ、自転車などは、故障しても修理や部品交換がしやすく、アフターサービスが充実しているかどうかを考慮する。
　繰り返し使える物であること。
　ビール用ガラス瓶や詰め替え商品などそのまま繰り返し使えるか、さらに再利用するために購入者が容易に利用できる回収システムがあるかどうか考慮する。



　　　　　②リサイクルが可能なこと。
	　そのままの形で繰り返し使用できない物は、リサイクルしやすい素材を使用しているか、素材ごとに分離・分解。分別が容易な設計がされているか、購入者が容易に利用できる回収システムがあるかどうか考慮する。




　　　　　③資源やエネルギーの消費が少ないこと。
	　少ない資源やエネルギーで製造され、また、流通段階や使用中に資源やエネルギー消費量が少ないかどうかを考慮する。



　　　　　④再生された素材や再使用された部位・部品を多く使用していること。

　　　　　⑤環境や人体に被害を与えるような物質の使用及び放出が従前より削減されていること。
	　オゾン層破壊物質、重金属、有機塩素化化合物等、環境中に放出されると環境や人体に被害を及ぼす恐れのある物質を使用していないか。



　　　　　⑥資源を持続可能な方法で採取し、有効利用していること。

　　　　　⑦処理や処分が容易なこと。
	焼却や埋め立て処分による環境負荷を相対的に小さいものとなるように、配慮して設計されているかどうか考慮する。



　　（２）　製品や製造・販売・サービス事業者に関する環境情報を入手・活用して調達する。

　２　現課での事務用品の調達に当たり、環境ラベルのついている製品を優先的に選択する。

　３　契約担当課が単価契約するなかで、環境に負荷をかけない商品を選択する。

　４　地球温暖化防止と大気汚染防止のために低公害車の導入を検討する。



４　用語集

【あ行】
　（エコカー）
　　　環境にやさしい自動車のこと。地球温暖化の原因とされる二酸化炭素や大気汚染の原因となるNOxやPMの排出が少ない、もしくはない自動車のこと。ガソリンエンジンの他に電気モーターを利用するハイブリッド自動車、電気自動車、燃料電池車、低燃費車の自動車等がエコカーと呼ばれる。

　（LPG）
　　　液化石油ガスのこと。

　（温室効果ガス総排出量）
　　　地球温暖化対策の推進に関する法律施行令に定められている「地球温暖化係数」に基づき、各温室効果ガス排出量を二酸化炭素に換算して合算したもの。

　（温室効果ガス排出量）
　　　地球温暖化対策の推進に関する法律に定められている「二酸化炭素」「メタン」「一酸化二窒素」など、各温室効果ガス種類の排出量のこと。

【か行】
　（環境保全活動）
　　　人間活動により環境破壊を防止し、自然保護や環境負荷低減のための取り組み。

　（COOL CHOICE）
　　　低炭素社会の実現に向け、省エネルギー化につながるものを選択し、積極的に取り入れていくこと。

【さ行】
　（再生可能エネルギー）
　　　エネルギー源として永続的に利用することができると認められるものとして、「太陽光」「風力」「水力」「地熱」「バイオマス」などの自然界に存在するエネルギーのこと。

　（CNG）
　　　天然ガスのこと。

　（循環型社会）
　　　「廃棄物等の発生抑制」「循環資源の循環的な利用及び適正な処分」が確保されることによって、天然資源の消費を抑制し、環境への負荷ができる限り低減される社会。

　（省エネルギー）
　　　同じ社会的・経済的効果をより少ないエネルギーで得られるようにすること。

　（省資源）
　　　製品などの過剰な生産・消費を抑制し、再利用などによって資源の効率的な利用を図ること。

【た行】
　（低炭素社会）
　　　地球温暖化の原因とされる二酸化炭素の排出を現状の産業構造やライフスタイルを変えることで低く抑えた社会。

　（低燃費車）
　　　少ない燃料でより多くの距離を走行できる燃費の良い自動車のこと。燃費の基準は、国土交通省が設けており、自動車の燃料と車両重量ごとに燃費基準値を定めている。

【は行】
　（Fun to Share）
　　　低炭素社会の実現に向け、省エネルギー化につながる技術やアイデアをみんなで共有していくこと。

【ま行】
　（未利用エネルギー）
　　　「工場などからの排熱エネルギー」「下水や河川などの温度差エネルギー」「廃棄物エネルギー」などのこれまであまり利用されていなかったエネルギーの総称のこと。

【わ行】
　（ワーク・ライフ・バランス）
　　　多様な働き方が確保されることによって、仕事と生活を調和させ、性別・年齢を問わず、働きやすい仕組みをつくること。
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世界の二酸化炭素排出量	中国	アメリカ	インド	ロシア	日本	その他	0.28399999999999997	0.154	6.4000000000000001E-2	4.8000000000000001E-2	3.5000000000000003E-2	0.41499999999999998	列1	ガソリン
0.246%
灯油
0.251%
軽油
0.259%

LPG
0.257%
CNG
0.137%
都市ガス
5.473%
電気
41.363%
プラスチックごみ焼却量
52.012%

ガソリン	灯油	軽油	A重油	LPG	CNG	都市ガス	電気	プラスチックごみ焼却量	69076	70636	72862	542	72324	38398	1538520	11626602	14620060	列2	ガソリン	灯油	軽油	A重油	LPG	CNG	都市ガス	電気	プラスチックごみ焼却量	2.4574318137025055E-3	2.5129300132128406E-3	2.5921216748218188E-3	1.9282066752949765E-5	2.5729819111445363E-3	1.3660383748704153E-3	5.4734031994000502E-2	0.41362530604055209	0.52011987611094235	列1	
一般廃棄物焼却量	家庭用機器での燃料の使用量	ガス機関・ガソリン機関における燃料の使用	自動車の走行	下水・し尿処理量	38	10	174	28	356	列2	一般廃棄物焼却量	家庭用機器での燃料の使用量	ガス機関・ガソリン機関における燃料の使用	自動車の走行	下水・し尿処理量	6.2706270627062702E-2	1.65016501650165E-2	0.28712871287128711	4.6204620462046202E-2	0.58745874587458746	列1	一般廃棄物焼却量
98.79%

自動車の走行
0.65%
下水・し尿処理量
0.39%
笑気ガス（麻酔剤）の使用
0.04%

一般廃棄物焼却量	家庭用機器での燃料の使用	ガス機関・ガソリン機関における燃料の使用	自動車の走行	下水・し尿処理量	笑気ガス（麻酔剤）の使用	2278	1	2	15	9	1	列2	一般廃棄物焼却量	家庭用機器での燃料の使用	ガス機関・ガソリン機関における燃料の使用	自動車の走行	下水・し尿処理量	笑気ガス（麻酔剤）の使用	0.98785776235906331	4.3365134431916737E-4	8.6730268863833475E-4	6.5047701647875109E-3	3.9028620988725065E-3	4.3365134431916737E-4	列1	CO2
97.55%
CH4
0.053%
N2O
2.392%
HFC
0.005%

CO2	CH4	N2O	HFC	28019324	15150	687188	1430	列2	CO2	CH4	N2O	HFC	0.97549818104541108	5.274501784139396E-4	2.3924583049763585E-2	4.9785726411348748E-5	列1	本庁舎
25.9%
クリーンセンター
23.6%
上下水道局
13.3%
土木課関係
12.6%
こども発達支援センター
8.8%
その他
15.8%
こども発達支援センター
6.9%

本庁舎関係	クリーンセンター	水道局	土木課関係	こども発達支援センター	その他	17910	16286	9211	8678	6078	10913	列2	本庁舎関係	クリーンセンター	水道局	土木課関係	こども発達支援センター	その他	0.2592796340262899	0.23576929758526841	0.13334587990039956	0.12562974115467021	8.7990039955990501E-2	0.15798540737738143	列1	小学校
70.2%
こども発達支援センター
6.9%

小学校	中学校	49615	21021	列2	小学校	中学校	0.70240387337901355	0.29759612662098645	0	0	0	列1	土木課所管施設
10.8%
こども発達支援センター
10.6%
こども発達支援センター
6.9%

消防団関係	浄化センター	クリーンセンター	土木課関係	上下水道局	こども発達支援センター	1187	1291	54853	7843	0	7688	列2	消防団関係	浄化センター	クリーンセンター	土木課関係	上下水道局	こども発達支援センター	1.6291070791359007E-2	1.7718426614696275E-2	0.75283412478383793	0.10764184348494414	0	0.10551453432516264	列1	土木課作業所分室
5.8%
保育所
9.2％

浄化センター	土木課関係	小・中学校	テニスコート・青少年運動広場	保育所	2931	4194	58239	279	6681	列2	浄化センター	土木課関係	小・中学校	テニスコート・青少年運動広場	保育所	4.0525966484154637E-2	5.7989049278247884E-2	0.80525136884021897	3.8576406172224987E-3	9.2375974780155967E-2	列1	本庁舎
1.9%
テニスコート・
青少年運動広場
0.3%
こども発達支援センター
13.0%
こども発達支援センター
6.9%

本庁舎関係	クリーンセンター	723.6	37674.699999999997	列2	本庁舎関係	クリーンセンター	1.8844584265449254E-2	0.98115541573455078	列1	本庁舎
10.６%
高齢福祉課所管施設
1.4%
上下水道局
4.2％
社会教育課所管施設
5.1%



本庁舎関係	南部市民センター	クリーンセンター	保健福祉センター	高齢福祉課関係	水道局	社会教育課	小・中学校	図書館	こども発達支援センター	幼稚園・保育園	163015	38727	579392	123576	22133	63904	77788	400658	40113	13133	16081	列2	本庁舎関係	南部市民センター	クリーンセンター	保健福祉センター	高齢福祉課関係	水道局	社会教育課	小・中学校	図書館	こども発達支援センター	幼稚園・保育園	0.10595572368250006	2.5171593479447783E-2	0.37659048956139668	8.0321347788784025E-2	1.4385903335673245E-2	4.1536021631178012E-2	5.0560278709409046E-2	0.26041780412344329	2.6072459246548631E-2	8.5361256272261654E-3	1.0452252814393053E-2	列1	
クリーンセンター・浄化センター
53.297%

土木課関係
5.999%
上下水道局
6.16%
小学校・中学校
14.938%
幼稚園・保育園・図書館
1.668％
ルミエールホール・中塚荘
4.229％
その他
6.728％
営繕住宅課所管施設
0.7%
上下水道局
4.0%
生涯学習課所管施設
6.9%
スポーツ振興課
所管施設
0.6%
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